
 （案）  

 

竹富町エコツーリズム推進法の施行等に関する条例 

令和 年 月 日 

条 例 第  号 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、エコツーリズム推進法（平成１９年法律第１０５号。以下、「法」という。）の施

行及び同法第６条第２項の規定による認定を受けた西表島エコツーリズム推進全体構想（以下、「全

体構想」という。）の運用に関し必要な事項等を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この条例において使用する用語は、法及びエコツーリズム推進法施行規則（平成２０年文部科

学省・農林水産省・国土交通省・環境省令第１号）で使用する用語の例による。 

 

（立入承認事務手数料の徴収） 

第３条 法第１０条第１項の規定による特定自然観光資源の所在する区域への立入りの承認にあって

は、その事務について地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２２７条の規定により、別表で定め

る金額の手数料を徴収するものとする。 

 

（納付方法） 

第４条 前条の規定による手数料は、法第１０条第１項の規定による承認に係る申請を行う際に納付し

なければならない。 

２ 既に納付した手数料は、還付しない。ただし、次の各号に掲げる場合にあっては、規則で定めると

ころによりその全部又は一部を還付することができる。 

（１） 申請事項の不明、法令の定めその他の理由により、申請を受理できない場合 

（２） 承認の取消処分を行った場合 

（３） その他規則で定める場合 

 

（徴収事務の委託） 

第５条 町長は、第３条第１項の規定による手数料の徴収に係る事務について、地方自治法第施行令第

１５８条第１項の規定により私人にその事務を委託することができる。 

２ 町長から手数料の徴収に係る事務の委託を受けた者は、当該事務に関して職務上知り得た秘密を漏

らしてはならない。その職を退いた後も、また、同様とする。 

 

（特定自然観光資源の管理運営に係る事務の委託） 

第６条 町長は、法第９条第２項の規定による行為の中止の指示、法第１０条第１項の規定による特定

自然観光資源の所在する区域への立入りの承認、法第１０条第４項の規定による立入りの中止又は退

去の指示その他特定自然観光資源の管理運営に係る事務について、その事務の全部又は一部を規則で

定める者に委託することができる。 

２ 前項の規定により町長から事務の委託を受けた者に属する者は、当該事務に関して職務上知り得た

秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また、同様とする 

３ 法第９条第３項（法第１０条第６項の規定により準用される場合を含む。）の規定は、前項の事務

の委託を受けた者に属する者について準用する。 

 

（過料） 

第７条 詐欺その他不正の行為により、手数料の徴収を免れた者に対しては、その免れた金額の５倍に

相当する金額（当該５倍に相当する金額が５万円を超えないときは、５万円とする。）以下の過料に

処する。 

 

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。  



 

 

附 則 

 

（施行期日） 

１ この条例は、令和５年１０月１０日から施行する。 

 

別 表 

 



 （案）  

 

別 表 

区分 承認対象者の属性 立入承認事務手数料の額 

竹富町観光案内人条例（令和〇

年竹富町条例第〇号）第２７条

の規定により、登録引率事業者

（竹富町観光案内人条例第２１

条第１０項に規定する登録引率

事業者をいう。）が手数料の納付

事務を代行する場合 

登録引率ガイド（竹富町観光案

内人条例第２１条第１項の規定

による登録引率ガイドをいう。） 

無料 

顧客 １名につき、５００円 

竹富町観光案内人条例第９条第

１０項の規定による観光ガイド

免許証を有する者が、特定自然

観光資源の所在する区域におい

て案内又は助言を行うために必

要な知識及び技能を習得するこ

とを目的として、竹富町観光案

内人条例第２１条第１項の規定

による登録引率ガイドの監督の

もと特定自然観光資源の所在す

る区域に立ち入ろうとする場合 

登録引率ガイド 無料 

観光ガイド免許証を有する者 無料 

その他の場合 
特定自然観光資源の所在する区

域に立ち入ろうとする者全て 
１名につき、１，０００円 

 


